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研究成果の概要（和文）：

ドイツ語の心態詞を含む発話・知覚実験による分析の結果、心態詞の意味・機能において固有
の音声的特徴が見られ、心態詞を含む発話全体の音声的特徴が心態詞の意味の知覚に関わって
いることが明らかになった。対話コーパスの分析およびドイツ語母語話者へのインタビューの
結果、先行研究では言われていない「驚き」などの新たな意味・機能が心態詞にみられること
が明らかになった。また「反論」など特定の心的態度を表す心態詞の発話において、同様の心
的態度を持つ他の心態詞の発話とも共通した音声的特徴がみられた。

研究成果の概要（英文）：
In our research, we performed a series of experiments in the production and perception
of German modal particles. The results show that there are some specific features of
prosody in each of the various meanings of the modal particles. It also became clear
that the phonetic characteristics of the whole utterance including modal particles play
an important role in the perception of the modal particle. According to our analysis of
conversation data and interviews with German native speakers, there are further
meanings, such as “surprise” and “confirmation,” that have not been apparent in
previous studies. In some utterances with different modal particles expressing a
specific intention, such as “refutation,” the common prosodic features were observed.
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の研究がなされてきた。これらの先行研究に
おいては以下のことが問題点となってい
る：１）心態詞はそれぞれ対話の状況や文脈
によって、異なるニュアンス、意図を表すが
意味と文脈との関連性など明らかになって
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いないことが多い２）心態詞は多くの場合、
他 の 文 法 範 疇 に 属 す る 同 音 異 義 語
（Homonyme)を持つが、心態詞とその他の
品詞（副詞など）とを明白に区別できない場
合もある。３）心態詞は通常「アクセントを
持たない」とされてきたが、実際には心態詞
にアクセントが置かれる場合がある。
以上の問題点と関連し、心態詞は主に話し

言葉（対話）に用いられることから、心態詞
を用いて話者が心的態度を表す際、音声的特
徴が同時に重要な働きをしていることが以
前から指摘されている。しかしながら実際の
音声データを分析した実証的研究はこれま
でほとんどなされてこなかった。一方、日本
語においては近年、心態詞と似た機能を持つ
終助詞について音声研究が盛んに行われて
いる。そこで研究代表者は平成 15 年度～17
年度にかけて行った研究課題（若手研究(B)
課題番号 15720098）「ドイツ語の心態詞と韻
律的特徴との関わり」の成果も踏まえ、連携
研究者と共同で心態詞の意味・機能と音声的
特徴との関わりをより詳細に調査し、日本語
の終助詞における研究成果とも比較・対照を
進めることとした。

２．研究の目的
本研究では、ドイツ語の心態詞について、

その意味・機能、およびその音声的特徴との
関連、また日本語との共通性を明らかにする
ことを目標とする。具体的には以下の３点を
明らかにすることを目的とする：
（１）ドイツ語の心的態度を表す語の語用論
的意味・機能の分析：母語話者へのインタビ
ューと対話分析を通して、心態詞にそれぞれ
どのような意味・機能があるか分析し、心態
詞の核的意味との関連を明らかにする。
（２）ドイツ語の心的態度を表す語の音声的
特徴の分析：ドイツ語の心態詞の発話の音声
分析を行い、（１）で分析した意味・機能と
の関連を明らかにする。これと並行して母語
話者がどの音声的特徴を手がかりにして話
者の意図を聞き取っているか、知覚実験を行
う。
（３）日本語の心的態度を表す語の意味・機
能・音声的特徴との比較・対照：上記で行っ
た意味・機能およびその音声的特徴との関連
についての分析結果を基に、日本語に見られ
る終助詞等をはじめとする心的態度を表す
語との比較・対照を試みる。これにより、ド
イツ語、日本語が固有に持つ心的態度に関わ
る意味・機能、音声的特徴と、両言語に共通
する心的態度の意味・機能、心的態度と音声
的特徴との関わりを明らかにする。

３．研究の方法
本研究においては、心態詞を含む発話を対

象に、発話・知覚の両面から分析を行った。

具体的には以下の通り：（１）発話実験と音
響分析（２）発話実験データを用いた知覚実
験（３）母語話者へのインタビュー（４）対
話データの分析。

（１）発話実験と音響分析
①発話実験（１）
この発話実験では、研究代表者がこれまで

行ってきた実験と同様の手法を用い、心態詞
ja, doch, denn, schon を含む短い文に対し
て、連携研究者と共同でさまざまな意味・機
能にそれぞれあてはまる状況および背景文
を作成し、ドイツ語母語話者計 10 名に心態
詞の短文を含む状況・背景文を朗読してもら
った。音響分析の際には、１）発話文の各音
節における持続時間、２）各音節における振
幅、３）各音節における基本周波数（F0）、
４）F0 開始部分と F0 終了部分（発話文全体
の F0 の傾き）５）文全体における F0 の最大
値、最小値、変動幅を測定した。

②発話実験（２）
発話実験（１）のうち、心態詞 schon の音

声データを用いて行った知覚実験（下記（２）
参照）の結果、および対話データ分析(下記
（４）参照)の結果をふまえ、連携研究者と
共同で心態詞 schon について発話実験（２）
を実施した。この実験における実験手順は実
験（１）と同様であるが、実験（１）におい
て対象にしていない新たな意味・機能を加え、
さらに実験（１）の状況・背景文に修正を加
えたものを実験資料として用いた。実験資料
を被験者に提示すると同時に、意図された意
味・機能についての説明も提示した。このよ
うな手順を取ることにより、被験者が的確な
意味・機能をあらかじめよく理解した上で、
その話者になったつもりで気持ちをできる
だけ上手に演じてもらえるよう工夫した。録
音されたデータについては実験（１）と同様
の手順で音響分析を行った。

（２）知覚実験
上記の発話実験（（１）の①）で得られた

音声データのうち、1名の母語話者による心
態詞 schonについての発話データの一部を音
声資料として用い、合計８名のドイツ語母語
話者を被験者として知覚実験を実施した。実
施の際は、音声分析ソフト Praat 上の知覚実
験用プログラムを用い、被験者たちがそれぞ
れパソコン上で音声を聴取し、画面上のボタ
ンをクリックして回答できるようにした。

（３）ドイツ語母語話者へのインタビュー
発話実験（（１）参照）の被験者とは別の

ドイツ語母語話者 5名に、発話実験に用いた
心態詞 schon を含む短文を提示し、その場で
可能な限り異なるニュアンスで発話しても



らい、その発話を録音した。録音した発話を
その場で繰り返し聴取してもらい、それぞれ
に可能と思われる状況（背景）を口頭で述べ
てもらった。

（４）対話データの収集、分析
互いに親しい関係にあるドイツ語母語話

者 2名 1 組、計３組６名を被験者とし、自由
に 10 分間対話をしてもらった。この対話を
録音したものを母語話者の協力により転記
した。転記されたデータを基に、心態詞 schon
が実際にどのような意味・機能で、またそれ
ぞれどのような頻度で用いられているか、先
行研究で明らかになっている意味・機能とは
別の意味で使用されているか明らかにする
ため、語用論的観点から分析を行った。

４．研究成果
上記３．に述べた研究方法を用いてドイツ

語心態詞の発話を発話・知覚の両面から分析
した結果、明らかになった点を以下に記す。

（１）心態詞 ja, doch, denn の意味・機能
と音声的特徴
① 心態詞 ja における音声的特徴
心態詞 ja はドイツ語心態詞で最も頻繁に

用いられる。平叙文に用いられる ja の主た
る３つの意味・機能（１．「意見の一致」、２．
「驚き」、３．「反論」）のうち、１．と２．
において ja はアクセントがなく、３．はア
クセントが置かれるとされる。本研究におけ
る発話分析の結果、アクセントがないとされ
る１．と２．の発話において、各音節の持続
時間と振幅にはほとんど変化がなかったが、
基本周波数(F0)については、２．の発話にお
いてアクセントが置かれる音節のピッチピ
ークがより高くなる特徴が見られた。さらに
は１．「意見の一致」の中に、「提案」の意図
が含まれているケースがあり、その場合に ja
における F0 が高くなる傾向が見られた。こ
の結果は、ja の意味・機能とされる「意見の
一致」が核的な意味となっており、これに「提
案」や「驚き」など状況に応じた意図・感情
が現れるという可能性を示唆している。その
意味で上記１．と２．は連続体を表している
とも考えられる。一方、３．のアクセントが
置かれるjaについては、jaの F0のピーク（最
高値）が遅く、すなわち音節の後半部分に現
れる late peak の傾向が見られた。これは後
述（（２）④参照）の心態詞 schon における
「反論」の発話の韻律的特徴とも類似してい
た。

② 心態詞 doch における音声的特徴
心態詞 doch は先行研究によると１．「話者

に思い出させる、軽い批判」、と２．「話者に
強く反論」、の２つの意味・機能があり、こ

のほかに「副詞」として３．「にもかからわ
ず、けれども」、という意図を表す。このう
ち２．と３．は doch にアクセントが置かれ
るとされる。本研究では、主にアクセントが
置かれる上記２．３．の意味・機能に焦点を
絞って分析した。その結果、２．反論の doch
の場合、doch の持続時間・振幅の値が大きく、
Ｆ0 の変動が大きいと同時に、隣接する内容
語においても持続時間、振幅が大きい値を示
すという特徴が見られた。また、３．の発話
については、doch の部分で持続時間と振幅の
値が高いが、F0 の変動がほとんど見られず、
この点で２.の発話とは異なっていた。

③ 心態詞 denn における音声的特徴
心態詞 dennは疑問文にのみ現れるとされ、

以下の３つの意味・機能を持つ：１．「相手
の言った事柄に関連した質問」、２．「非難」、
３．「繰り返しの質問」。このうち、３．は denn
にアクセントが置かれるとされる。本研究に
おいては、１．において、denn の持続時間が
において長く、発話末の F0が上昇するなど、
アクセントが置かれない１．と２．のケース
について韻律的特徴に違いが見られた。また、
３．については、発話文によって denn にア
クセントがなく、内容語にアクセントが置か
れるケースも見られた。文のリズム構造が影
響していることが考えられるが、これについ
ては今後の研究で明らかにしたい。

（２）心態詞 schon の分析
本研究では、心態詞 schon について、発話

実験（１）のデータを基にした知覚実験とさ
らなる発話実験（２）を行い、同時に母語話
者へのインタビューと自然な対話を分析し、
その意味・機能と音声的特徴について詳細な
研究を行った。
先行研究によると、平叙文には主に次の３

つの意味・機能があるとされている：１．「確
信」、２．「限定つき肯定」、３．「反論」。ま
たこれとは別に、schon には「すでに」とい
う意味を持つ時を表す副詞としての機能が
あるとされるが、実際の発話において、この
副詞としての意味・機能を持つ schon と心態
詞としての schonが必ずしも明白に区別され
ないケースがあることが指摘されている。そ
こで本研究においては、schon の 4 番目の意
味・機能として４．「時間」という意味・機
能も分析の対象とした。

① 発話実験（１）の結果
最初の発話実験の結果、「時間」の schon

においては、schon の持続時間が短く、内容
語のみにピッチアクセントが置かれるなど、
他の３つの意味・機能における発話とは異な
る韻律的特徴がみられた。「限定つき肯定」
においては schonにピッチアクセントが置か



pe tə kɔmt ʃo:n

Peter kommt schon (HA Widerspruch)

0

500

100

200

300

400

P
it

ch
(H

z)

Time (s)
0 1.147

pe tə kɔmt ʃo:n

Peter kommt schon (HA Zuversicht)

0

500

100

200

300

400

P
it

ch
(H

z)

Time (s)
0 1.067

れるケースがほとんどであった。またこの発
話においては、F0 曲線が発話において全体的
に平板調となる特徴が多く見られた。これは、
「限定つき肯定」という意図を反映したもの
であると考えられ、「発話がまだ終わらず、
その先に何かを言い含める」という機能がこ
れによって表されていると考えられる。「反
論」では、被験者によって schon にピッチア
クセントが置かれる場合とそうでない場合
とに分かれた。これは、「反論」という意味・
機能の被験者の解釈の仕方が異なることに
よるものとも考えられる。ピッチアクセント
が置かれない場合の発話は、「確信」の発話
と類似していることから、「確信」と「反論」
は連続した意味・機能のカテゴリーとして位
置づけられる可能性を示唆している。

② 母語話者へのインタビューおよび対話デ
ータの語用論的分析から得られた心態詞
schon の実際の使用頻度と意味・機能

母語話者へのインタビューにおいては、上
記に述べた４つの意味・機能の他に、「確認」
「驚き」という意味・機能を返答するケース
が多く見られた。また、a) 確信 + 驚き、
b) 確認 + 反論、c) 確認＋反論＋時間、と
いうように、2 つ以上の意味・機能を同時に
返答するケースも多く見られた。さらには、
「反論」において「強い反論」「弱い反論」、
「確認」において「強い確認」「弱い確認」
というように、同じ一つの心的態度において
強弱の違いが見られた。
これに続いて行った対話データの分析に

おいては、「反論」の発話は見られなかった。
それ以外の意味・機能については、「限定つ
き肯定」と「時間」を同時に使用するなど、
上記で述べた意味・機能が同時に２つ以上使
用されている場合が多く見られ、特に「時間」
は、すべてのカテゴリーに同時に用いられて
いた。また、上記の母語話者へのインタビュ
ーとも関連し、対話データからも「確認」「驚
き」という２つの新たな意味・機能が心態詞
schon に用いられていることが明らかになっ
た。

③ 知覚実験
発話実験（１）の音声データを用いて行った
知覚実験においては、「確信」と「反論」を
除くすべての意味・機能のペアにおいて、９
５％以上の割合で被験者（ドイツ語母語話者）
が正しい意味・機能を聴取していた（表１参
照）。一方、「確信」と「反論」のペアについ
ては、一部の被験者が両者を混同しており、
回答率は平均で８４％となっていた。上記で
も述べた通り、「確信」と「反論」は連続的
なカテゴリーとする可能性も考えられるが、
一方で、発話実験に用いた「反論」の状況文
が「確信」とも類似していたことから、発話

実験（２）においては、より「反論」を明確
に出せるよう、状況文を修正して行うことと
した。

表１：心態詞 schon 知覚実験の回答率（％）

(Ikoma 2011)

平均

回答率
SD Min. Max.

確信 - 限定

つき肯定
99.1 3.3 80.0 100.0

確信 - 反論 84.0 24.4 10.0 100.0

確信 - 時間 98.8 7.2 40.0 100.0

限定つき肯

定 - 反論
99.9 1.1 90.0 100.0

限定つき肯

定 - 時間
99.9 1.1 90.0 100.0

反論 - 時間 97.0 11.7 10.0 100.0

④ 発話実験（２）の結果
上記③の知覚実験の結果をふまえて行っ

た心態詞 schon の発話実験（２）においては、
「確信」と「反論」において、持続時間およ
び振幅には差異が見られなかったが、F0 曲線
には有意な差が見られ、「反論」の発話にお
いて schon にピッチアクセントが見られた
（図１参照）。

図１：Peter kommt schon の発話における「確
信」（上図）と「反論」（下図）の F0 曲線
(Ikoma/Werner
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発話実験（１）と同様、この実験において
も、「限定つき肯定」の発話において schon
にピッチアクセントが見られていたことか
ら、「限定つき肯定」と「反論」の発話を比
較したところ、「限定つき肯定」の発話（図
２参照）では schon 内の F0 の変動が有意に
少なかった。

図２：Peter kommt schon の発話における「限
定つき肯定」の F0 曲線

「反論」の発話において、F0 のピークが
schon の音節内で遅れて生じる傾向(late
peak)が見られた。この結果は、上記（１）
の①で述べた心態詞 ja の「反論」の結果と
類似しており、複数の異なる心態詞を用いる
発話において、「反論」のように共通した心
的態度をもつ場合に、共通する音声的特徴が
みられる可能性を示唆している。
この度の実験で新たに対象とした「確認」

と「驚き」については、被験者によって異な
る音声的特徴が見られ、特に「驚き」におい
ては、多くの話者が上昇調イントネーション
を用いていた。上昇調イントネーションを用
いない場合の発話は、「時間」における発話
と類似していた。さらに「驚き」は発話全体
の持続時間が「時間」「確認」と比較して長
い傾向が見られた。また「確認」の発話にお
いて、被験者によっては発話全体の F0 の平
均が他の意味・機能と比較して有意に低くな
っていた。
以上の発話実験の結果については、今後の

研究において発話データを用いた知覚実験
を行い、さらに検証していきたい。さらにこ
の実験結果をふまえ、「反論」などのある特
定の発話意図を想定した状況文を用い、発話
文において被験者に任意の心態詞を用いて
返答してもらうように設定し、たとえば「反
論」という一つの心的態度を持つ発話におい
て、どのような心態詞が用いられ、その音声
的特徴に共通性があるのか、さらに心態詞が
ない場合にも同様の音声的特徴がみられる
かを明らかにしたい。またその結果について
下記（３）で述べるように日本語と比較・対
照を行い、言語に普遍、あるいは言語に特有
の発話意図と音声の関係を明らかにしたい。

（３）ドイツ語心態詞と日本語との比較・対
照
本研究においては、近年特に注目を浴びて

いる日本語の終助詞の音声研究を中心に、先
行研究を収集した。日本語における終助詞の
音声研究は、その多くが文末イントネーショ
ンに着目して進められているが、その一方で、
ここ数年来、日本語の会話（談話）における
様々な文法・意味・機能と音声との関わりに
ついての研究が進められており、イントネー
ションはもちろんのこと持続時間や振幅に
も焦点が置かれている。「反論」、「同調」、「批
判」といった心的態度と音声（主として韻律
的特徴）との関係は、ドイツ語にも共通する
部分があると推察される。今後の研究におい
ては、ドイツ語の心態詞を含む発話の音声と
同様の意図の日本語発話の音声を分析し、そ
の共通点・相違点を明らかにしたい。
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